
ド
イ
ツ
中
央
部
に
あ
る
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
は
、
四
六
七
年
の

歴
史
を
有
す
る
ド
イ
ツ
で
も
伝
統
の
あ
る
大
学
の
一
つ
で
あ
る
。

医
学
の
分
野
で
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
、
エ
ミ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・

ベ
ー
リ
ン
グ
を
は
じ
め
多
く
の
著
名
な
医
学
者
が
、
こ
の
大
学
で

研
究
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
の
創
立
四
五
○
年
を
記
念
し
て
出
版

さ
れ
た
イ
ン
ゲ
ボ
ル
グ
・
シ
ュ
ナ
ッ
ク
著
の
小
冊
子
、

倉
急
昌
吟
国
詞
両
勺
西
目
弓
弔
い
ご
ｚ
胃
ぐ
向
宛
四
目
シ
弓
冨
ン
罰
画
‐

己
詞
⑦
勗
冒
‐
ら
司
葛
に
、
一
人
の
日
本
人
女
医
に
つ
い
て
の
記
述
が

あ
る
。
そ
れ
は
女
子
学
生
と
大
学
と
の
関
係
を
記
し
た
箇
所
で
、

マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
が
正
式
に
女
子
学
生
の
入
学
を
認
め
た
一
九

○
八
年
を
湖
る
こ
と
三
年
、
一
九
○
五
年
に
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学

で
初
め
て
、
二
人
の
女
性
に
博
士
号
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
の
で
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あ
る
。
そ
の
一
人
が
法
学
の
ア
リ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ス
テ
ル
カ
ン
プ

女
史
、
そ
し
て
も
う
一
人
が
《
《
①
言
①
茜
冒
昌
の
ｎ
房
シ
Ｒ
具
旨
）
）
で
あ
っ

た
。

ド
イ
ツ
で
は
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
大
学
の
医
学
部
へ
の
女
子

学
生
の
入
学
を
求
め
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い
た
が
、
女
子
学
生

の
入
学
が
多
く
の
大
学
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
八

九
八
年
で
あ
っ
た
。
ま
た
は
じ
め
て
女
性
の
医
学
博
士
が
誕
生
し

た
の
が
一
九
○
一
年
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
の

小
冊
子
に
記
さ
れ
て
い
る
一
日
本
人
女
医
の
快
挙
は
、
マ
ー
ル
ブ

ル
ク
大
学
の
み
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
全
体
に
お
い
て
も
特
筆
さ
れ
う

る
出
来
事
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
日
本
人
女
医
の
名
は
、
宇
良
田
唯
子
。
一
八
七
三
（
明
治
六
）

年
、
熊
本
県
天
草
に
生
ま
れ
、
東
京
の
明
治
女
学
校
を
卒
業
後
、

郷
里
熊
本
で
薬
学
校
を
出
て
薬
剤
師
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後

一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
に
は
再
び
上
京
し
て
済
生
学
舎
に
学

び
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
医
術
開
業
試
験
に
合
格
、
医
師
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
伝
染
病
研
究
所
で
学
ん
だ
後
、
郷
里

で
開
業
し
た
が
、
一
九
○
二
（
明
治
三
五
）
年
に
、
ま
た
上
京
し
て

ド
イ
ツ
語
を
学
び
、
翌
一
九
○
三
（
明
治
三
六
）
年
に
マ
ー
ル
ブ
ル
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ク
大
学
に
留
学
し
た
。

宇
良
田
唯
子
の
専
門
は
眼
科
で
あ
っ
た
が
、
大
学
で
は
眼
科
と

衛
生
学
研
究
所
に
所
属
し
て
い
た
。
学
位
論
文
は
《
《
固
恩
閂
‐

一
目
ｇ
厨
房
ご
具
の
耐
月
自
侭
目
号
閏
号
ご
弓
①
風
号
の
８
鴨
冒

○
吊
尉
ゞ
門
馬
邑
弓
禺
呂
オ
易
．
。
》
と
い
う
新
生
児
淋
菌
性
結
膜
炎
の
予

防
法
に
関
す
る
も
の
で
、
一
九
○
五
（
明
治
三
八
）
年
二
月
に
審
査

さ
れ
合
格
と
な
っ
た
。
実
質
二
年
に
満
た
な
い
短
期
間
の
留
学
で

あ
っ
た
が
、
宇
良
田
唯
子
は
見
事
に
学
位
を
取
得
し
て
帰
国
し
た

の
で
あ
っ
た
。
彼
女
の
学
位
論
文
審
査
に
関
す
る
書
類
一
式
は
、

現
在
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
市
に
あ
る
ヘ
ッ
セ
ン
州
の
文
書
館
国
の
閉
耐
‐

ｇ
の
の
牌
団
扇
閏
の
宮
ぐ
冨
閂
冒
侭
）
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

帰
国
後
、
宇
良
田
唯
子
は
東
京
で
眼
科
医
院
を
開
業
、
そ
し
て

一
九
○
九
（
明
治
四
二
）
年
頃
、
結
婚
に
よ
り
中
国
大
陸
に
渡
り
、

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
に
夫
の
死
に
よ
り
帰
国
す
る
ま
で
、
中
国

で
開
業
し
、
病
院
を
経
営
し
た
。
し
か
し
帰
国
後
の
彼
女
は
医
学

界
に
お
い
て
も
、
ま
た
女
医
界
に
お
い
て
も
特
に
重
要
な
地
位
を

占
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
日
本
人
女
医
と
し
て
初

め
て
医
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
た
女
性
の
存
在
が
、
当
時
の
社

会
で
、
な
か
ん
ず
く
医
学
界
、
女
医
界
に
お
い
て
も
さ
ほ
ど
重
視

さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
や
は
り
時
代
の
限
界
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
宇
良
田
唯
子
を
通
し
て
当
時
の
日
本
の
女
医
の
在
り
方
を
考

え
て
み
た
い
。
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